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私が所属する小児外科は昭和大学病院内のほぼ全ての科にお世話になっている診療科です。小児外科で

は主に新生児期から小児期の外科疾患を扱いますが同時に成人期にみつかった生まれつきの疾患で成人期

に手術をさせていただくこともありますし、小児期の手術の生命予後が改善したことで合併症を持ちなが

ら成人を迎えた患者さんが増えたことで小児外科の外来には成人の患者様もいらっしゃいます。 

そのため私たちだけでは十分な診療ができない場合には昭和大学病院内の多くの科の先生たちに診療や

手術を助けていただいており、この場をお借りして御礼申し上げます。平素よりみなさまになんらかの形

で恩返ししなければならないと思っていましたので今回昭和大学全体のお役に立てれば幸いです。 

われわれ小児外科は少人数の科ですので現在でも附属病院と小児外科全体で協力して運営しているため

私も手術のお手伝いに伺うこともあり「One Showa」として各附属病院の長所も取り入れていく必要性

を感じています。私自身は微力でありますが相良院長のもと、なんとか現状の問題解決に少しでもお役に

立ち、この仕事を後輩の先生に引き継ぐときには少しでも身軽な状態で渡せるよう「至誠一貫」の理念の

もと精進していきますのでご協力とご指導のほどよろしくお願いいたします。 

この度、副院長の末席に加えていただきました小児外科の渡井です。今回の

副院長の就任に関しましては、私も昭和大学を平成元年に卒業し来年還暦を迎

えますので「年齢相応に少しは病院全体・昭和大学全体のことを勉強して役に

立ちなさい」というご命令だと理解しています。新型コロナ感染も徐々に収束

しつつあり新たな局面を迎えつつありますが、医療も新しい局面を迎えており

特に 2024年度に開始される「働き方改革」を乗り切るには待ったなしの状態

で皆様のご協力はかかせません。また直近の問題として、救急患者様の不応需

があります。個人的には少なくとも昭和大学職員やその家族が救急を受診した

いと思ったときにいつでも気持ちよく受診できるようにしよう、とする気持ち

があれば救急診療・通常診療においても各々がやるべきことは決まっています

し、医師個人がみられる疾患の範囲は限られていますのでチーム医療を得意と

する昭和大学のなかでもさらに医療者同士が協力しやすい環境整備も進めてい

きたいと思います。 



 

血液内科のご紹介 私達の強み 

血液内科疾患 

といえば 

～造血器腫瘍から非造血器腫瘍まで多岐に 

    わたる血液疾患を診療し、患者さんの要望に 

       応じたテーラーメード医療を提供します～ 

診療科長  

教授：服部 憲路 

2022.4月就任 

   専門: 

    造血器腫瘍、 

造血幹細胞移植 

 【初診外来】 

  ＊月～土曜日 

  ＊8：30～14：00 

  医療連携室でご予約 

  が可能です。 

無菌室 

血液検査室 

血液内科スタッフ 

輸血センター 血液内科病棟 

 

迅速な病理診断・遺伝子検査が可能 

 臨床病理診断科や臨床病理検査室と連携をとりながら迅速な 

 診断を行い、最新の治療を提供することが可能 

 

造血幹細胞移植を中心に治癒を目指した治療 

 無菌室を 12 床設け、退院後も長期フォローアップ外来  

 （LTFU 外来）により患者さんの社会復帰まで支援 

 



 

6月 8日（水）、当院薬剤師である早瀨 久美と相良博典昭和大学病院長との記念撮影が行われました。 

これは、2022 年 5 月 1 日～5 月 15 日にブラジル カシアス・ド・スルで開催された第 24 回夏季デフリ

ンピック競技大会にて、早瀨薬剤師が銀メダルを獲得したことを記念したものです。 

当日は早瀨薬剤師が手話通訳を通して銀メダルに刻印されたデフリンピックのロゴについて説明するなど、

終始和やかな会となりました。 

当日は実際に銀メダルをお持ちいただき記念撮影を行いました 集合写真（左から：昭和大学病院薬剤部長代行 嶋村弘史薬剤

師、薬剤部 早瀨久美薬剤師、相良博典 昭和大学病院長） 

早瀨薬剤師は 5 月 10 日に行われたマウンテンバイク

クロスカントリーにて、1:33:15という記録で 2位入賞。

銀メダル獲得となりました。 

2013 年・2017 年の夏季デフリンピックでもメダル

を獲得しており、オリンピック・パラリンピック併せて自

転車競技として、初の 3 大会連続のメダル獲得の快挙で

す。 

  

トピック 
当院職員が第 24回夏季デフリンピックにて 

銀メダルを獲得いたしました 

デフリンピックとは… 

身体障害者のオリンピック「パラリンピック」に対し、ろう者のオリンピックとして 1924 年から開催されています。 

ろう者自身が運営する、ろう者のための国際的なスポーツ大会であり、また参加者が国際手話によるコミュニケーションで友

好を深められるところに大きな特徴があります。 



 

 

 
羽ばたけ期待の医療人 No.37「臨床研修医」  

 

私が中学生の頃、道を歩いていると突然目の前の人が倒れるという

体験をしました。そのときの私は倒れている人に声を掛けることしか

出来ず自分に無力感を感じました。将来同じような現場に遭遇したと

き何か人助けになることができるようになりたいと思ったことが医師

を志すきっかけとなりました。 

臨床研修医 

【広瀬
ひ ろ せ

 大輝
だ い き

さん】 

今月は「 1 年目 臨床研修医 」の広瀬 大輝（ひろせ だいき）さんをご紹介いたします。 

お知らせ ボランティアスタッフと鉢植えの交換を行いました 

5月までは麻酔科を回りました。朝カンファレンスで上級医の方々にその日の手術の麻酔につい

て相談し、その後は実際に患者さんに麻酔かけ、夕方は次の日の患者さんの情報を集めることをし

ていました。まだ医師になりたてで分からないことも多い中、麻酔科の先生方は優しく丁寧に業務

を教えて下さり、とても勉強になりました。研修医になり最初の科が麻酔科だったことは本当に良

かったと思っています。 

私は患者さんに頼られる医師になりたいと考えています。そのためには真摯に患

者さんに向き合うという事は前提であり、その上で知識や経験を身につける必要が

あると思います。研修医のうちは積極的に患者さんに関わらせて頂き、先輩の先生

方がどのようなことを行っているかを間近で見て経験を積もうと考えています。将

来的には自分が後輩の見本になれるようになりたいです。 

5 月 26 日(木)に当院の園芸ボランティアスタッフと病院職員で、発熱外来前に置いてある鉢植えを新

たに交換いたしました。お立ち寄りの際には是非御覧ください。 

また、現在は募集を中止してはおりますが、園芸がお好きな方、当院でのボランティア活動にご興味が

ある方は、以下 QR コードよりボランティア募集ページをご確認ください。 

皆様のご協力をお待ちしております。 



 

【附属施設へ】2022年 7月 1日付 

●救命救急科 昼間楓（藤が丘病院へ）     ●消化器・一般外科 幕内陽亮（江東豊洲病院へ） 

●整形外科 酒井周（横浜市北部病院へ）    ●小児外科 富永美璃（江東豊洲病院へ）   

●放射線科 清野哲孝（藤が丘病院へ）     ●呼吸器外科 𠮷田勤（横浜市北部病院へ） 

●産婦人科 小林弘樹（横浜市北部病院へ）   ●産婦人科 村田亘（江東豊洲病院へ） 

●皮膚科  李殷先（藤が丘病院へ） 

【学外研修へ】2022年 7月 1日付  

●脳神経外科 東園和也    ●耳鼻咽喉科 関野恵里子     ●乳腺外科 足立光希  

●救命救急科 木村翔大    ●整形外科 西方一将       ●整形外科 宮本庸平  

●脳神経外科 山口巖史  

 

2022年 6月 30日付 

●集中治療科 大杉浩一    ●麻酔科 三浦倫一   ●循環器内科 千野沙織 

 

 

 

  

  

お知らせ 医師の配属・異動・退職について 

お知らせ 当院宛にフラワーアレンジメントとドールのご寄贈をいただきました 

この度、フラワーデザイナーの「長谷川  もも」様

のご厚意によりフラワーアレンジメントとドールの

ご寄贈をいただきました。長谷川様を始め、ご協力

者である山田真弓様・松原亜希子様により多くの作

品をいただくこととなりました。  

 皆様の温かいお心遣いが現場で働く職員たちにと

って何よりの励みとなります。  

この場をお借りして、職員一同厚く御礼申し上げま

す。  

 今後も引き続き安全・安心な医療を提供できるよ

う努めてまいりますので、よろしくお願い致します。 

退職 

 

異動 

 

新規配属

配属 

 

【新規採用】2022年 7月 1日付 

●放射線科 谷藤瑞加 

【附属施設から】2022年 7月 1日付 

●呼吸器外科 岡野貴彦（江東豊洲病院から）  ●呼吸器外科 西林奈保（江東豊洲病院から） 

●消化器・一般外科 若生彩佳（江東豊洲病院から） 

●放射線科 堀祐郎（藤が丘病院から）     ●整形外科 津澤佳代（横浜市北部病院から） 

●産婦人科 樋口大樹（藤が丘病院から）    ●脳神経外科 髙野駿（横浜市北部病院から） 

●循環器内科 安達太郎（江東豊洲病院から） 

【学外研修から】2022年 7月 1日付 

●消化器内科 大西良尚            ●消化器・一般外科 木村煕伸  



 

 

 

当取り組みは、昭和大学病院・附属東病院において関係職種間での行動 (臨床に関する事項)を

相互にプラス評価することにより、関係部署との連携を良好にし、チーム力を高めることで 

患者さんにより良い医療を提供することを目的としております。 

 

 

          

  

      

 

 

 

 

 

  

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                

 

                                

 

  

薬剤部 金正興 先生へ 

 

がん専門薬剤師として、昭和大学

病院でのがん薬物療法が、安全か

つ円滑にできるよう管理してく

れています。 

 

【患者さんに与えた良い影響】 

 

昭和大学病院にかかってらっしゃる

患者さんが、病院内外で、より安心し

て、より良き治療を受けられる環境

を構築してくれています。 

 

【患者さんに与えた良い影響】 

 

昭和大学病院にかかってらっしゃる

患者さんが、安心して、最新のがん

薬物療法を受けられるようになって

います。 

 

日頃よりチーム医療にご協力頂きありがとうございます。 

今後とも、よろしくお願いいたします。 

薬剤部 縄田修一 先生へ 

 

がん専門薬剤師としての職務は勿

論のこと、病院内外の医師、薬剤師、

医療従事者間の連携を積極的に図

ってくれています。 

 

 薬剤部 縄田修一 先生 

 

DR 室 岡田圭伍 さんへ 

 

透視検査で防護カーテンをつけてくだ

さり、医師の被ばく量を軽減してくださ

っています。また、次の検査についての

病棟スタッフへのお迎えの連絡や、出床

の連絡をしてくださっています。 

【患者さんに与えた良い影響】 

 

検査が円滑に進み、スムーズかつ安

全に検査や治療が受けられていま

す。 

DR 室 村田詩織 さんへ 

 

検査中に必要な物品や薬を、検査

室内に届けてくださり、また、透

視(X 線)を出す時間を最小限に

し、被ばく量を軽減してくださっ

ています。 

 

【患者さんに与えた良い影響】 

 

安全に検査や治療が受けられる

ようにご配慮いただいていま

す。    

DR 室 岡田圭伍 さん 

 

薬剤部 金正興 先生 

 

DR 室 村田詩織 さん 

 

サンクス！グッドプラクティスパートナー（第 27回） トピック 
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ご意見・ご要望の内訳

昭和大学病院・東病院総件数

60件

態度・接遇
診療内容
予約
待ち時間
食事
会計システム
売店
環境（清掃･設備備品･エレベーター)
環境（駐車場)
感謝
その他

 

 

 

 

 

 

 

ご意見・ご要望 回答 
回答

部署 

医師とソーシャルワーカーと一度話をしま

したが、その後何の連絡もありません。 

コロナ禍で患者と会えないのは理解してい

ますが、1ヶ月に 1度程度は患者の状況を連絡

いただけたら安心します。 

この度は、ご心配をおかけし大変申し訳ありま

せんでした。今後はこのようなことがないよう、

面談時によくお話を伺い、対応し、いつでもお声

掛けいただけるような総合サポートセンターに

して参ります。 

また、今後面会禁止の対策につきましても検討

させていただく所存です。 

ご理解の程よろしくお願い申し上げます。 

総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

子供の入院に付き添って入院できないと聞

いた為、病院を変えました。 

貴重なご意見ありがとうございます。 

当院では、原則、入院時の付き添いはお願いし

ておりません。患者さんの状態や年齢、母子分離

不安の強い場合には、付き添いを許可することも

ございますが、現在コロナ感染症の流行に伴い、

感染管理上お断りさせていただいております。 

ご理解の程よろしくお願い申し上げます。 

小
児
科 

患者さんのご意見・ご要望 



 

 

 

 

 

 

 

 

対象日 
診療状況 

外来 救急外来 

2022年 7月 18日（月・祝） 

臨時診療 

【内科系】・【小児科】 

8：30～17：00 

救急診療は 

通常通り実施します。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

お知らせ 7月 18日（月・祝）の診療体制について 

2022年 7月 18日（月・祝）の外来診療は以下の通りとさせていただきます。 

患者の皆さまにはご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。 

編集後記 脳神経外科 講師 鷲見
す み

 賢司
け ん じ

 

関東は梅雨に入り、すぐれない天候の日が多くなってまいりました。さて、長く続いた新型コロナウイ

ルス感染症との闘いも少しずつゴールが見えてきたでしょうか。「ゴール」とは恐らく「ウイルスとの共存」

という形になるのだと思います。この数年で数多くの知見やデータが蓄積されました。それらを冷静に判

断して予防・診断・治療に取り組みつつ、これまでの日常をできるだけ取り戻せるようにしたいものです。

やはり鍵となるのは個々の理性的な判断なのかもしれません。 

※記事見出しの色分けについて 

病院だよりでは、見出しに色分けをすることで読者の皆さまが読みやすいよう工夫をしております。 

黄色見出し：患者さん、患者さんのご家族向け  

青色見出し：医療関係者向け 

緑色見出し：医師の配属・異動・退職について 

病院広報委員会委員： 稲垣 克記、入山 洸希、大江 克憲、岡崎 靖子、鷲見 賢司、富田 英、 
並木 美加子、安田 光慶、山岸 昌一、山下 剛史、吉田 仁、吉村 久美、 
渡辺 愛理、渡邊 聡（50 音順） 

 

昭和大学病院・附属東病院の理念 昭和大学病院・附属東病院の基本方針 

・患者本位の医療 

・高度医療の推進 

・医療人の育成 

・患者さんと共にチーム医療を実践する。 

・特定機能病院及び地域の基幹病院として高度急性期医療を推進し、

質の高い医療を提供する。 

・教育病院としての機能を充実し、質の高い医療人の育成を行う。 

・人間の尊厳及び人権を守りつつ、高度な臨床研究を実践する。 

 

※臨時診療日は人員を縮小しているため、専門医による診療を提供できない可能性があることを 

予めご了承ください。 

※臨時診療日は、休日加算および時間外選定療養費（注）（8,800円）を徴収いたします。 

（注）紹介状持参、当院かかりつけの臨時再診（来院指定）の患者さまは時間外選定療養費の 

徴収はありません。 


